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方程式 7x− 5y = 3 · · · · · · (∗) の自然数の解 (x, y) を考える。

(1) (∗) を変形して

7
(
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)
= 5

(
y−

)
ここで，7と 5は互いに素であるから，解 (x, y) は 0以上の整数 m を用いて，x = m+

y = m+
(m = 0, 1, 2, · · · )

と表すことができる。

(2) x, y の最大公約数が 3のとき，x = 3X, y = 3Y とおくと，

7X − 5Y = 1

が成り立つから，解 (X, Y ) は 0以上の整数 n を用いて，X = n+

Y = n+
(n = 0, 1, 2, · · · )

となる。さらに x, y の最小公倍数が 264であるとき，

XY =

であるから，(x, y) =
(

,
)
である。

解説動画

https://methodology.site/ 
https://methodology.site/diophantine-equation/
https://youtu.be/z7-xXp0gi34

